
　支店長・副支店長

　施工担当部署長、建設所長

　副部長、副所長、統括工事長

　安全長・安全主任

　工事長・工事主任

　関西支店取引業者災害防止協議会

　　過日，他支店の医療施設の新築工事において，既存建物隣接部分埋戻し作業で

　土を運搬中の0.45㎥バックホウのキャタピラが，敷き鉄板上の石（こぶし大）を

　弾き飛ばし，隣接建物リハビリテーション室の窓ガラスを破損するという物損事

　故が発生しました。幸い人的被害はありませんでしたが，ケガ人が出ても不思議

　ではない事案です。（別紙-１参照）

　　当社では，昨年も，重機のキャタピラで飛散した物による休業災害が発生して

　おり(別紙-2参照)，同種災害・事故の再発防止のため，下記のとおり安全衛生管

　理標準を一部改訂することとしたので，作業所関係者に周知徹底するよう要請し

　ます。

　　　１．『安全衛生管理標準 第２編 第２章 第６節 車両系建設機械』に，

　　　　｢敷鉄板等の走行路上に飛散するものがないことを確認する｡｣を追記

　　　２．『安全衛生管理標準 第５編 第２章 第９節 車両系建設機械』の

　　　　チェックリストの項目に，｢敷鉄板等の走行路上に飛散するものがな

　　　　いか｣を追記

　　　３．改訂日は，令和３年９月１日

以　　　上

※この事務連絡は、事務連絡21-22（令和3年8月6日）安全環境本部発行に基づき作成しました

記

事務連絡（安-2021-23）

車両系建設機械による物の飛散事故防止について(要請)

令和３年８月１９日(配布先)

　 　関 西 支 店

　　　安全環境部長



( )

◇ (

物損

発生日時 ： 2021年7月28日 水 ) 午前11:50分頃

敷き鉄板上の石が飛んで既存建物の窓ガラスを破損した

【発生状況】

既存建物の東棟1階の南側で、東棟に隣接する渡り廊下棟前の埋戻し作業を、0.45㎥バックホウを使用し
掘削箇所との間を移動しながら行っていた。得意先の要望により、リハビリテーション室の明るさを確保す
るため防炎シート養生を外していたところ、敷き鉄板上の石（こぶし大）がキャタピラで弾き飛ばされ、リハ
ビリテーション室の窓ガラスが割れた。

u189190
テキストボックス
（別紙-1）



◇発生日時：2020年8月18日(火) 午前11時25分頃

◇被災者：建造物解体工 31歳（所属3次） 経験10年

（　飛来・落下　）　　重機誘導作業中に、鉄クサビが飛来し足に当たる

【発生状況】
重機誘導作業中に、クローラーのキャタピラーで踏まれて跳ねたケーシング固定用の鉄クサ
ビ（重量：約３ｋｇ）が、右足の脛に当たった。（右脛骨骨幹部開放骨折）（休業見込日数 90日）

u189190
テキストボックス
（別紙-2）
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